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理 博 第 177号
昭 和 42 年 3 月 23 日




論 文調 査委員 教 授 清 水 彊 教 授 官本正太郎 教 授 一 戸 時 雄
教 授 上 野 季 夫
論 文 内 容 の 要 旨
わが国の5万分の 1地形図の骨格をなす 1等三角点は約330点である｡ これらの測量は明治15年から明
治44年にわたって実施され, その成果が現在のわが国の測地座標系の基準となっている｡ 昭和23年になっ





として発表している｡ これは本来 1等三角網の厳密平均を目的としたものであったが, 三辺測量 ･ トラバ
ース測量, その他いろいろの測地測量にも利用できる便利なものであることを, 実例を もって示してい
る｡
第2部では, このプログラムを用いて全体を1つの三角網として新旧の測量につきそれぞれの綱平均結
果を求め, 両者の精しい比較検討を行なっている｡ そして, 測地学的にあるいは地球物理学的に興味ある
いろいろの知見を得ている｡ その主なものを挙げると,
1) 現在の日本の測地座標系 (旧1等三角測量の成果) には主として原方位角の観測誤差に基づ く約
1〟.5の回転的系統誤差がある｡
2) 旧1等三角測量の成果は, まず京浜地域の1等三角網について綱平均を行ない, その結果を用いて
隣接 1等三角網の網平均を行なうということを逐次繰返えし, 日本全土を13個の1等三角網で覆う方法で












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国の測地座標系は, 明治15年から明治44年にわたって実施された 1等三角測量の成果に基づいて定
められているが, 昭和23年からその再測量が始まり, 昭和40年には北海道を除 く全域の観測成果が得られ




察 し, これを電子計算機にかけるための codingを行なっている｡ そして,inputdataの型式を同じに
すれば, これが三角測量以外の他の測地測量にも広 く利用できることを示している｡
第2部ではこのプログラムを用いて, 新旧の測量結果 をそれぞれ1つの三角網として平均計算を行な
い, 両者の厳密成果について精しい比較検討を行なったのである｡ そして, (i) 現在の日本の測地座標系
には原方位角の観測誤差に帰せられるとみられる約1〟.5の系統的誤差があること,(i)旧一等三角測量の
成果は, 日本全国を13個の一等三角網に分割し, 京浜地域を含む1等三角網について, まず綱平均を行な










も, 申請者はこの試みの計算結果を巧みに且, 周到に処理することにより, 測地学的にまた地球物理学的
に重要な多くの新知見を見出している｡ 5編の参考論文は, いずれも主論文の研究の基礎作りに当たるも
のであり, 広い知識とす ぐれた研究能力を示すものである｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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